
環 境

教 育

やってみたいが条件が・・・・

Ｑ１：教材探しが難しい。
Ｑ２：指導は誰がする？
Ｑ３：バスや講師の予算は？
Ｑ４：学校の成果発表は？

令和
６年

学校の不安にお答えします！

→一昨年度副読本を作成しました。
→県教委が講師派遣します。
→バス代（上限あり）講師謝金は県が負担します。
→成果のまとめは県が行います。

Ｑ
＆
Ａ

森 の 子 学 校

「森の子学校」体験活動推進事業
ＳＤＧsや環境学習の推進の観点からも是非ご申請ください。

香々地青少年の家ホームページ https://www.pref.oita.jp/site/kakaji/
九重青少年の家ホームページ https://www.pref.oita.jp/site/kokonoe/ をご覧ください

募集

ＳＤＧsや環境教育の
実践を目指す学校に

県内１５校程度

令和４年度から、県立青少年の家での宿泊体験学習や校外学習（バス遠足・社会見
学・宿泊研修など）を行う学校の森林・林業教育の推進の支援をはじめました。この
「森の子学校」体験活動推進事業は、学校教育と連動した事前学習、直接体験（青少
年の家での活動）、事後学習からなる学習プログラムを実施することにより、次世代を
担う子どもたちへの森林・林業教育の推進を図ることを目的としています。大分県では
子どもたちに大分の森林・林業について理解を深めてもらうため、学習指導要領（小学
校５年社会科・中学校技術家庭科）に沿った大分県森林・林業デジタル副読本も作成
しています。

プログラム実践協力校

https://www.pref.oita.jp/site/kokonoe/

